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「あかり」で探る大マゼラン雲内の炭素星の 2–5µmスペクトルに見られる変
光の性質
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　中小質量の恒星はその進化の最終段階においてAsymptotic Giant Branch(AGB) 星へと進化を遂げ、この段
階においてAGB星はその質量の大半を星間空間へと放出する。AGB星の一種である炭素星は、宇宙空間に存在
する炭素系の星間物質の重要な供給源である。炭素星の赤外域のスペクトルには、その恒星大気中に存在する様々
な分子の吸収バンドが存在することが知られている。しかし、赤外域の分光観測により炭素星のスペクトルの変
光の様子を示した例はこれまで非常に少ない。よって、星の脈動に応じて炭素星の恒星大気中・星周環境に存在
する分子がどのように変動し、どのようなメカニズムでダストへと凝縮していくかについては、多くの謎が残さ
れている。
　今回我々は赤外線天文衛星「あかり」を用いて、大マゼラン雲内の 10個以上の炭素星について、2–5µmスペ

クトルを 2∼3つの異なる脈動周期において取得した。本観測により、C2H2, HCNといった分子の吸収バンドが
脈動周期に応じて変動する様子が確認された。一方、大変興味深いことに、これまでに知られていたAGB星の変
光の様子とは異なり、短波長側よりも長波長側の変光幅の方が大きい天体が複数発見された。本講演では、「あか
り」によって観測された銀河系外の炭素星の近赤外域の変光の性質、及び脈動周期に応じた分子の吸収バンドの
変動の様子について報告し、大マゼラン雲のような低金属量環境下にある炭素星の分子生成・質量放出の性質に
ついて議論する。


